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令和２年３月 

ＡＩが支える産業日本語 

 

産業日本語研究会では、産業・科学技術情報の発信力強化や知的生産性の向上を通じて、我が

国産業界全体の国際競争力強化に資するような、人間が理解しやすく機械が処理しやすい日本語

（「産業日本語」）のあり方を研究しています。この「産業日本語」の研究は、明瞭な日本語文の

作成、高品質な翻訳文の作成コスト低減などにつながるものです。 

 

2019年5月、新元号「令和」の時代が幕を開けました。新しい時代の訪れとともに、「人工知能

（AI）」技術は完全に人の世界にとけこみ、今やテレビや新聞などでこのキーワードを見かけな

い日はありません。AIの波はビジネス分野にも浸透し、ニューラルネットワークをはじめとする

技術は自然言語処理の中核部分に活用され、多言語での情報発信や大量の文書データ処理に不可

欠な技術となっています。 

 

また、現場における日本語研究と組み合わさることでAI技術はさらに進化し、社会にとってよ

り有用で効果的な技術が生まれます。その技術の活用により日本語データの処理はさらに効率化

され、新時代における日本語の世界が拡がります。AI技術に支えられた産業日本語により、情報

発信力と知的生産性の飛躍的向上が期待できます。 

 

 このような背景のもと、今回のシンポジウムでは、産業日本語研究やデータ活用の場面で我々

を支えるAI技術に関する研究や取組み、そして、新しい時代の中で様々に形を変えていく日本語

に関する最新の知見やトピックスなどを広くご紹介いたします。本シンポジウムが、産業日本語

の更なる普及につながり、我が国産業に大いに貢献できる機会になることを期待しております。 

 

産業界、学術界などからの、多くの皆さまのシンポジウムへのご参加をお待ちしております。 

 

産業日本語研究会世話人会 

顧問：長尾 眞 （京都大学名誉教授）  

代表：井佐原 均 （豊橋技術科学大学） 

委員：辻井 潤一 （産業技術総合研究所） 

橋田 浩一 （東京大学） 

隅田 英一郎 （情報通信研究機構） 

柏野 和佳子 （国立国語研究所） 

潮田 明 （産業技術総合研究所） 

清藤 弘晃 （日本特許情報機構） 



 

 

■主催：高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN）、日本特許情報機構（Japio） 

■後援：総務省、文部科学省、経済産業省、特許庁、千代田区、 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構 国立国語研究所、 

国立研究開発法人情報通信研究機構、独立行政法人工業所有権情報・研修館、 

一般社団法人情報処理学会、一般社団法人人工知能学会、 

一般社団法人言語処理学会、一般社団法人日本経済団体連合会、 

一般社団法人日本知的財産協会、アジア太平洋機械翻訳協会、 

一般社団法人大学技術移転協議会、フジサンケイビジネスアイ 

■日時：2020 年 3 月 6 日（金） 13：00-18：00 

■場所：東京・丸ビルホール（丸の内ビルディング７階） 

http://www.marunouchi-hc.jp/hc-marubiru/access.html 
■テーマ：ＡＩが支える産業日本語 

■参加費：無料（事前登録制） ※シンポジウム後の懇談会・意見交換会は要会費 

 

■プログラム： 

【オープニング】                          13:00－13:10 

(1) 開会挨拶： 

井佐原 均 産業日本語研究会 世話人会 代表／ 

豊橋技術科学大学 情報メディア基盤センター長・教授 

【第一部】                             13:10－15:10 

(2) 招待講演：『元号のリズム－新元号はどうして「令和」だったのか』      ---------  3 

窪薗 晴夫        国立国語研究所 教授 

(3) 招待講演：『２０２０に向けた外国語対応の取り組み』                   ---------  9 

高村 信      総務省 国際戦略局 技術政策課 研究推進室 室長 

(4) 特別講演：『わかりやすい日本語を考える－国語辞典のわかりやすさとは何か－』---- 19 

サンキュータツオ   学者芸人・漫才師・コラムニスト 

 

【第二部】 15:10－16:20 

(5) ポスターセッション 

(5.1) 『産業日本語研究会・ライティング分科会活動』                     --------- 25 

佐野 洋   東京外国語大学 教授／ 

産業日本語研究会 ライティング分科会 主査 

(5.2) 『産業日本語研究会・文書作成支援分科会活動』                     --------- 33 

橋田 浩一   東京大学 教授／ 

産業日本語研究会 文書作成支援分科会 主査 

(5.3) 『産業日本語研究会・特許文書分科会活動』                         --------- 37 

谷川 英和   IRD 国際特許事務所 所長・弁理士／ 

産業日本語研究会 特許文書分科会 主査 

(5.4) 『特許ライティングマニュアル（改訂版）』                          --------- 47 

石附 直弥 一般財団法人日本特許情報機構  

特許情報研究所 調査研究部研究企画課 課長 

(5.5) 『システム開発文書品質研究会（ASDoQ）の活動紹介』              --------- 51 

栗田 太郎 株式会社ソニー／システム開発文書品質研究会 幹事 

 



 

 

(5.6) 『文章読解・作成能力検定（「文章検」）』                           --------- 55 

山田 乃理子       公益財団法人日本漢字能力検定協会 普及部 部長 

(5.7) 『翻訳バンクでニューラル機械翻訳を多分野化する』               --------- 59 

隅田 英一郎    国立研究開発法人情報通信研究機構 フェロー 

(5.8) 『Japio 世界特許情報全文検索サービス紹介』                       --------- 63 

長谷川 雅昭    一般財団法人日本特許情報機構 営業推進部 主幹 

 

【第三部】 16:20－17:50 

(6) 『開発現場における暗黙知・属人知の AI 技術活用に向けた取り組みのご紹介』------ 73 

     西田 公祐     SOLIZE 株式会社 SOLIZE Innovations カンパニー 

               Senior Manager 

     西鳥羽 二郎    株式会社レトリバ 取締役/CRO 

      西村 拓一     産業技術総合研究所 人工知能研究センター 

               サービスインテリジェンス研究チーム長 

(7) 『ニューラル機械翻訳と特許ライティングマニュアルを用いた日本語原稿の 

プリエディット』                           --------- 79 

奥山 尚一     日本知的財産翻訳協会 理事長 

(8) 『自然言語処理によるニュース記事執筆の現状と課題』         --------- 83 

岡崎 直観     東京工業大学 教授 

 

【クロージング】 17:50－18:00 

(9) シンポジウムの終わりに 

長尾  眞      産業日本語研究会 世話人会 顧問／京都大学 名誉教授 

(10) 閉会挨拶 

小林  明      日本特許情報機構 専務理事 

 

※懇親会・意見交換会 

シンポジウム終了後、丸ビル５Ｆ カンティネッタ バズにて懇親会・意見交換会 

（定員：先着 50 名、会費：3,000 円）の開催を予定しております。 
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招待講演 
 

『元号のリズム－新元号はどうして「令和」だったのか』 

 
新元号として「令和」が選ばれたが、言語学（音韻論）の知識があれば どのような元

号が選ばれるか、ある程度予測できる。歴代の元号を調べてみると、その音韻構造は大き

な偏りを示し、基本的に 2つの構造（「明治・昭和」タイプと「大正・平成」タイプ）に収

束する。本講演ではこの 2つの音韻構造が日本語のリズム構造に基づくものであり、赤ち

ゃん言葉やニックネーム、商品名など様々なところに現れていること、さらには英語など

の他の言語とも共通するリズム原理に従っていることを解説する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窪薗 晴夫 

国立国語研究所 教授 
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元号のリズム―新元号はどうして「令和」だったのか？ 

 

窪薗晴夫（国立国語研究所） 

 

はじめに 

昨年４月１日に新しい元号「令和」(Reiwa)が発表された。私が予想していた「啓和」(Keiwa)、

「永和」(Eiwa)ではなかったが、語頭の子音が異なるだけなので大体予想通りの結果である。

この講演では、言語学（音韻論）の知識があればどのような元号が選ばれるか、ある程度予

測できることを解説し、元号の背後にある原理（音韻構造）が日本語のリズムを反映したも

ので、また英語をはじめとする他の言語にも共通することを指摘する。 

 

元号の韻律構造 

「令和」ははじめて漢籍ではなく国書（今回は万葉集）から選ばれたということで新聞等

では「元号 1300年の転換」などと話題になったが、言葉のリズム（韻律）という点から見

るとこれまでの伝統からはずれるものではない。むしろ言語学的には予想通りの元号であ

り、これまでの元号と同じようにリズミカルな構造を有している。 

 元号のリズムを理解するためには、漢語の構造を理解する必要がある。元号は基本的に漢

字２文字で、訓読みではなく音読みである。音読みの漢字には昭和の「昭」のように２拍の

長さのものと、「和」のように１拍のものしかない。２字漢語となると、２拍＋２拍、２拍

＋１拍、１拍＋２拍、１拍＋１拍の４種類しか組み合わせがないのであるが、過去の日本の

元号はこの点において大きな偏りを示す。250 近い元号を調べてみると、その約７割が２＋

２（長長）の構造のもので、それに続くのが２＋１（長短）の２割強である。これに対し、

１＋２（短長）の元号（たとえば和同や治承）は全体の７％にしかなく、１＋１（短短）に

至っては皆無である。 

さらに詳しく調べてみると、２＋２の元号の大半が慶應、大正、平成のように〔強弱強弱〕

（○○○○）のリズムを持つものである（弱の部分は長音（－）や撥音（ん）、促音（っ）、

二重母音後半（い）のような語頭に立ちえない音、すなわち言語学で特殊拍と呼ばれる弱い

音である）。また２＋１の元号のほとんどが、明治や昭和のように〔強弱強〕（○○○）とい

う構造を持つものである。つまり、過去の元号は２＋２と２＋１の２種類で全体の９割強を

占め、その大半が〔強弱強弱〕か〔強弱強〕というリズムを持っている。 

このように過去の元号は初めから構造的な偏りを示している。２＋２が多いのは、音読み

漢字の多くが１文字２拍であることによるもので、特に不思議な偏りではない（つまり「和」

のような１拍の漢字より「昭」のような２拍の漢字の方がはるかに多い）。注目すべきは長

短（２＋１）と短長（１＋２）の差である。明治や昭和のような長短の元号があれば、治明

や和昭のように短長の元号も同数あっておかしくないのであるが、実際には両者の間に５

倍近い開きがある。全体として２＋２と２＋１を好み、とりわけ〔強弱強弱〕と〔強弱強〕
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の２つのリズムを好むというのが日本の元号の大きな特徴として浮かび上がる。今回最終

選考に残った６つの候補を見ても、令和、万和
ば ん な

、広
こう

至
し

、久化
きゅうか

の４つが〔強弱強〕の長短リズ

ム、英
えい

弘
こう

と万
ばん

保
ぽう

の２つが〔強弱強弱〕の長長リズムであり、〔強強弱〕（つまり１＋２の短長

リズム）や〔強強〕（１＋１の短短リズム）のものは皆無であった。 

 

元号の規則性 

元号のもう一つの特徴は、過去 150年あまり、上記の２種類の元号の現れ方に規則性が見

出されるという事実である。文久（1861~64年）から元治、慶應、明治、大正、昭和、平成

と続く中で、長長（文久、慶應、大正、平成）と長短（元治、明治、昭和）の元号が交互に

選ばれている。 

  （長長）文久   慶應    大正    平成 

  （長短）  元治    明治    昭和    令和 

この流れで行くと、平成に続く元号は明治や昭和と同じ長短（強弱強）という構造を持つ

ことが予想された。「令和」はまさにこの予想通りの元号である。また、これはおそらく偶

然であろうが、長短の元号の「短」の部分は「元治、明治、昭和」と続いていた。この流れ

でいくと新しい元号は「○和」となることが予想されたところである。 

 

日本語のリズム 

ところで、〔強弱強弱〕の長長構造と〔強弱強〕の長短構造を好むのは元号だけではなく、

日本語の一般的な特徴である。たとえば、赤ちゃん言葉はマンマ、オンブ、ダッコ、クック、

バーバ、ジージのような長短（強弱強）の語と、ポンポンやブーブー、ハイハイ、ナイナイ

のような長長（強弱強弱）の語に二分される。〔強弱強〕は出てきても、〔強強弱〕は出てこ

ないのが赤ちゃん言葉の際立った特徴である（たとえばバーバはあるがババーはない）。ま

た発音の変化を見ても、詩歌（しいか）や富貴（ふうき）、三つ（みっつ）、四つ（よっつ）

などは母音を伸ばしたり促音（っ）を入れたりして、短短（強強）の構造から長短（強弱強）

の構造を作り出している。漫画ドラゴンボールで魔人ブウの生まれ変わりがウブではなく

ウーブと呼ばれるのも同じ現象である。野球の声援でも、阿部のような２拍の名前は「かっ

とばせえ あべー」ではなく「…あーべ」と前の母音を長くして長短（強弱強）の構造が作

り出される。 

一方、女王の発音がジョオーからジョーオーへ変化しつつあるのは短長（強強弱）から長

長（強弱強弱）への変化である。〔強弱強弱〕のリズムも日本語では好まれており、たとえ

ばピコ太郎の PPAP（ペンパイナッポーアッポーペン）は見事なまでに〔強弱〕の連続であ

る。このように、日本語にはいたるところに〔強強弱〕を避けて〔強弱強〕や〔強弱強弱〕

を作り出す力が働いている（拙著『通じない日本語』平凡社新書）。ちなみに〔強弱強〕や

〔強弱強弱〕のリズムを好むのは日本語だけではない。英語や他の言語にも同じ傾向が見ら

れ、たとえば英語の A and B の表現で Jerry and Tomや Paul, Peter and Mary (PPM)ではなく、

6



Tom and Jerry、Peter, Paul and Maryという語順が好まれるのも同じリズム原理による（拙著

『ネーミングの言語学』開拓社）。 

このように見てみると長短（強弱強）という構造を持つ「令和」は、これまでの元号の歴

史と構造にも、また日本語のリズムにもとてもうまく合致していることがわかる。マスコミ

では漢籍ではなく国書に由来するという点がことのほか強調されているが、言語学的に見

ると新元号はこれまでの伝統を忠実に守っており、日本語が好むリズム構造と一致してい

るのである。 

日本固有の文化を尊重するというのであれば、同じ漢字２文字でも、思い切って中国語の

発音に基づいた音読みだけでなく日本語独自の読み方（訓読み、和語読み）を模索するのも

一つの道かもしれない。たとえば「大和」という漢字をヤマトと和語読みすると、これまで

の音読みの元号とは一味違った新鮮な響き――短短短（強強強）のリズム――が出てくる。 

 

令和のアクセント 

 最後に新元号のアクセントについて述べる。テレビを見ていると「令和」を「明治」と同

じ頭
あたま

高
だか

（高低低）のアクセントで発音している人と、「昭和」のような平板
へいばん

（低高高）のア

クセントで発音している人に二分できるようである。政府やマスコミ関係者は前者が多く、

一般市民は後者が多いような印象を受ける。 

 （頭高アクセント） レ     （平板アクセント）  イワ 

イワ      レ 

言語学的にはどちらが正しいということはないが、一般に２字漢語はその構造によって

アクセントが決まるという傾向が見られる。元号に限らず２＋１の構造を持つ３拍漢語の

約８割は頭高アクセントで発音され（たとえば政府、文化、詩歌など）、一方２＋２の漢語

の多くは平板アクセントで発音されている（たとえば構造、伝統、傾向など）。この傾向は

過去の元号の発音にも現れており、「大化、元治、明治」など２＋１のものは頭高がほとん

どで、一方「応仁、大正、平成」など２＋２のものは平板が多い。その例外となるのが「昭

和」であり、これは「大化」や「明治」と同じ２＋１の構造でありながら平板で発音されて

いる。 

なぜ「昭和」が例外的なアクセントを持つのか、この問いに答えるのはむずかしいが、一

つの可能性として考えられるのが「和」である。普通名詞を見ても「平和、温和、緩和、漢

和」のように○和の語は平板アクセントが多く、また過去の元号でも「明和、永和、弘和」

のように○和のものは頭高と並んで平板も許容するようである。一般に標準語のアクセン

トは最後の要素によって決まるという原則があり、たとえば「色」で終わる語（赤色、オレ

ンジ色、らくだ色など）や「病」で終わる語「心臓病、肝臓病、腎臓病など」はすべて平板

アクセントである。「色」や「病」は平板化形態素と呼ばれているが、「和」もその一つであ

ると考えられる。平板化形態素であれば「昭和」も「平和」や「温和」と同じように平板ア

クセントになっておかしくない。「令和」もまた、「昭和」と同じアクセントで発音されても

7



不自然ではないのである。 

標準語の名詞は馴染み度が高くなるにつれて平板化する傾向があると言われている。そ

うであれば、「令和」という元号も人々の中に定着するにつれて徐々に頭高アクセントから

平板アクセントへ推移していく可能性が高い。 

8



 

 

 

招待講演 
 

『２０２０に向けた外国語対応の取り組み』 

 
総務省では、世界の「言葉の壁」をなくし、グローバルで自由な交流を実現するため 2014

年に「グローバルコミュニケーション計画」を策定し、国立研究開発法人情報通信研究機

構（NICT）が開発した多言語音声翻訳技術の研究開発及び社会実装を推進してきました。

本講演では、2020 年に向けた取り組みとともに、2025 年を見据えた多言語音声翻訳技術の

さらなる飛躍に向けた取り組みについてもご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高村 信 

総務省  国際戦略局  技術政策課  研究推進室  室長 
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特別講演 

『わかりやすい日本語を考える 

－国語辞典のわかりやすさとは何か－』 

 
新しい言葉を入れることが国語辞典の使命ではありません。現在使われている日本語を、

わかりやすく説明してくれているのが国語辞典という書物です。しかし「わかりやすさ」

の考え方は、作っている側にとっても使っている側にとっても多様です。類語と比較した

説明を「わかりやすい」とするのか、平易な言葉で説明するのが「わかりやすい」のか、

用例を豊富に扱っているのが「わかりやすい」なのか。辞典の「わかりやすさ」について

考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンキュータツオ 

学者芸人・漫才師・コラムニスト 
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国語辞典において、わかりやすさとはなにか。 
 
 
国語辞典において、わかりやすさとはなにか。 
辞書の個性がうたわれているが、ユーザーはそれを理解せずに手に取ることが多い。 
収録語数の多いもの、説明が丁寧なもの、用例が豊富なもの、新語に強いもの、または保

守的なものなど、さまざまある。しかしどれも「わかりやすさ」があったほうがいい。 
では、辞書において「わかりやすさ」とはなんだろうか。 
国語辞典を引き比べることで、これを考える足掛かりとしたい。 
 
▼知っている言葉の意味や使い方を、より正確にわかりやすく教えてくれる。 
 
【水】 
＜三省堂国語辞典 7＞ 
①自然界に多くあり、われわれの生活にはなくてはならない、すき通ったつめたい液体。 
〔水素二、酸素一の割合の化合物〕 
「川の―・水道の―・―の事故〔＝水難〕」（↔湯） 
②液状のもの。「ひざに―がたまる」 
③新しい環境（カンキョウ）。「プロの―」 
④〔すもうで〕←水入り。 
⇒お水 
 
＜新明解国語辞典 7＞ 
㊀泉からわき川を流れ海にたたえられたり雨となって降って来たりする、冷たい液体。化

学的には、水素と酸素の化合物としてとらえられる。〔化学式 H₂O〕〔きれいなものは無色

透明で飲食に適し、生物の生存に不可欠。熱したものは「湯」、蒸発したものは「水蒸気」、

凍ったものは「氷」と言う〕 
「寝耳に―〔＝⇒寝耳〕／湧（ワキ）―・飲み―・雨（アマ）―・―争い 3⃣・―飢饉（キ

キン）」 
㊁液状の物。水分。「膝（ヒザ）の関節に―がたまる／はな―・―あめ・―ようかん・―お

しろい・―物・―ぼうそう」 
かぞえ方 ㊀は、一滴・一杯 
 
▼ぼんやりとは知っているが、類語との弁別がわかりやすい 
 
※「水素二、酸素一の割合で化合した無色無味の液体。地球の大部分を覆う。」と記述され

ていた時代から、三省堂国語が「われわれの生活にはなくてはならない、すき通ったつめ

いたい液体。」と記述したことから、生活に密着した語釈の在り方や、わかりやすさを指向

する辞典が求められはじめた。 
 
【丘】 
＜新明解国語辞典 7＞ 
見る人に威圧感を与えることもなく、散歩がてらのぼることが出来る程度の高さの、ゆる

やかに隆起した土地。「小高い―／愁ひつつ―にのぼれば花茨（イバラ）」⇒山 
表記 「岡」とも書く。 
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かぞえ方 一丘（イッキュウ）・一座 
 
 「山」と「丘」の違いを、「威圧感」「散歩がてら」におく。 
 
 ※辞書をひく人は言葉の意味を知りたいというよりも、似た言葉とのちがいやニュアン

ス、あるいは用例などを知りたいのではないだろうか。 
 
▼知らない言葉を、わかるように説明する 
 
【ガレット】 
＜三省堂国語辞典 7＞ 
①フランスのブルターニュ地方で作る、そば粉のクレープ。 
②フランスの焼き菓子（ガシ）。パイ生地（キジ）を使って、丸く平たい形に作る。ガレッ

ト デ ロワ。 
③〘料〙丸く平たい形にした料理。「じゃがいもの―」 
 
 ※はじめて聞いた言葉を立項し、説明するのも辞書の役割。 
 
▼なんという言葉かわからないものを調べる 
 
【りんご】 
＜明鏡国語辞典 2＞ 
多く紅色・黄緑色の甘酸っぱい果実を食用とするバラ科の落葉高木。また、その果実。生

食のほかジャム・ジュース・酢・酒などの原料にする。紅玉・陸奥（むつ）・ふじ・つがる・

王林・ゴールデンデリシャス・スターキングデリシャスなど、栽培品種が多い。四、五月

ごろ、枝頂に白または淡紅色の五弁花をつける。 
 
 ※日本人で「りんご」をひく人はなにを求めているのか。意味ではなく用途や品種、あ

るいは作り方などと考えた結果のもの。 
 
このように、他の辞書には見られない強みを持った各辞典を、「わかりやすさ」という軸を

もとに比較検討し議論の材料とする。論点を明確にするのが本講演の目的である。 
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【第二部】ポスターセッション 

ポスター概要説明 
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(1)『産業日本語研究会・ライティング分科会活動』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐野 洋 

東京外国語大学 教授／ 

産業日本語研究会 ライティング分科会 主査 
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(2)『産業日本語研究会・文書作成支援分科会活動』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋田 浩一 

東京大学 教授／ 

産業日本語研究会 文書作成支援分科会 主査 
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(3)『産業日本語研究会・特許文書分科会活動』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷川 英和 

IRD 国際特許事務所 所長・弁理士／ 

産業日本語研究会 特許文書分科会 主査 
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(4)『特許ライティングマニュアル（改訂版）』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石附 直弥 

一般財団法人日本特許情報機構 

特許情報研究所 調査研究部研究企画課 課長 
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(5)『システム開発文書品質研究会（ASDoQ）の活動紹介』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗田 太郎 

ソニー株式会社／ 

システム開発文書品質研究会 幹事 
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システム開発文書品質研究会 
Association of System Documentation Quality 

ASDoQ 「アスドック」 
http://asdoq.jp/ 

 
2020 年 3 月 6 日（金曜日） 

栗田 太郎（ASDoQ 幹事／ソニー） 
taro.kurita@sony.com  

 
研究会の目的 
 
・システム開発，ソフトウェア開発における文書（要求仕様書・設計書・取扱説
明書等）の内容の検討，記述，「レビュー」，参照，活用，品質等に関する研究 
・開発現場における文書にまつわる課題に関する情報交換・意見交換・ネットワ
ーキング 
・システム開発に限らず，自然言語の読み書きと文書の管理に関する，基本的な
事項の学習と啓発 
 
ワーキンググループ（WG） 
 
・文書品質モデル活用 WG 
・文書品質測定 WG 
・人材育成 WG 
 
主な活動 
 
・年 2～3 回の研究集会（名古屋か東京で開催することが多い）や，毎年恒例の
夏合宿（以前は長野，最近は京都で開催することが多い）の開催．主に会員が集
まる 
・「ASDoQ 大会」の開催．会員・非会員問わず参加を募る（今年は 11 月 6 日
（金曜日）に名古屋大学にある野依記念学術交流館で開催する） 
・他団体と協働する．他団体のシンポジウム等に参加し，交流する 
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システム／ソフトウェア開発文書の特徴 
 
・多種多様な開発対象がある 
・多種多様な組織，仕事の仕方（プロセス），文書の種類がある 
・日本語・英語・図記法・表組・形式仕様記述言語等を組み合わせて文書を記述
する．図表も含めて様々な固有の文法を持つ「言語」がある 
 
ソフトウェアの作り方のかたち 
 
・伝統的なソフトウェア（の作り方のかたちの一つ）：仕様に基づいて作るプロ
グラム → コンパイル → マシン語プログラム → テストによる検証．入力 → 
マシン語プログラムの実行 → 出力．（演繹的） 
・現代的なソフトウェア（の作り方のかたちの一つ）：開発と運用と改善（仕様
変更）が統合される．文書よりもプログラムによるコミュニケーションを基本と
して，素早く開発する（アジャイル開発） 
・AI（人工知能）はソフトウェアか?：学習用データの準備 → 学習 → 学習済
みモデル → テスト用データによる検証．入力データ → 学習済みモデルを用
いた判断・予測 → 結果．（帰納的） 
 
開発現場の課題 
 
・私の日本語・英語の読み書き聞き（聴き）話す能力は絶望的に低い 
・「取説」がないプロダクト・ソフトウェア・「アプリ」・サービスの素早いリリ
ースと，ステークホルダーとの会話・対話・議論に基づく不断のアップデート 
・AI の仕様策定とその動作の説明責任 
 
皆さまへのお願い 
 
・ASDoQ 大会（11/6（金曜日）@名古屋大学）へのご参加，ポスター発表 
・ASDoQ とのコラボレーションのご提案 
・ASDoQ へのご入会 → http://asdoq.jp/ 

以上 
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(6)『文章読解・作成能力検定（「文章検」）』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田 乃理子 

公益財団法人日本漢字能力検定協会 普及部 部長 
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(7)『翻訳バンクでニューラル機械翻訳を多分野化する』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隅田 英一郎 

国立研究開発法人情報通信研究機構 フェロー 
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http://www.nict.go.jp/ http://www.nict.go.jp/en/index.html
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(8)『Japio 世界特許情報全文検索サービス紹介』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長谷川 雅昭 

一般財団法人日本特許情報機構 営業推進部 主幹 
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【第三部】 
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講演 

『開発現場における暗黙知・属人知の 

AI 技術活用に向けた取り組みのご紹介』 

 
自動車産業をはじめとする製造業の開発現場においては、製品の複雑化・高度化に伴いエ

ンジニアの専門分野の細分化・分業化が進み、設計品質のレビュー依存度・ベテラン指摘

への依存度が増々高くなっていく傾向にあります。このことは設計工程における生産性の

ネックになっており、熟練エンジニアの高齢化・定年等が進む日本において、部署・組織

を跨いだ知識・知見の活用が重要な課題となります。 

本研究開発では、ベテランのノウハウを人工知能技術を適用したしくみで再現し、設計

業務におけるエンジニアの判断支援に活用することで、この課題解決に貢献すると共に、

企業・分野を跨いで展開可能な基盤技術を獲得することを目的としています。 

 

 

 

 

西田 公祐 

SOLIZE 株式会社 SOLIZE Innovations カンパニー Senior Manager 
 

西鳥羽 二郎 

株式会社レトリバ 取締役/CRO 
 

西村 拓一 

産業技術総合研究所 人工知能研究センター 

サービスインテリジェンス研究チーム長 
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講演 

『ニューラル機械翻訳と特許ライティングマニュアルを 

用いた日本語原稿のプリエディット』 

 
日本知的財産翻訳協会（NIPTA)は、2017 年から、特許機械翻訳研究会を作って、ユーザ

ーの立場から現在のニューラル機械翻訳（NMT）は使えるのか、どう使えばいいのかを特許

ライティングマニュアルの活用を含めて検討してきた。2年弱にわたるその活動の結果得ら

れた成果を報告したい。2016 年 11 月に Google 翻訳が一気に改善され、機械翻訳がそれま

でとは異なるステージに乗ってきたが、その後も改良は続いている。その流れの中で、日

本の翻訳文化の在り方も試されている。今後を考えるための基礎となる成果を提供したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥山 尚一 

日本知的財産翻訳協会  理事長 
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『ニューラル機械翻訳と特許ライティングマニュアルを用いた日本語原稿のプリエデ

ィット』 

 

発表者：NPO 法人日本知的財産翻訳協会（NIPTA)理事長 奥山尚一 

 

 ニューラルネットの活用により機械翻訳の精度は大きく向上しました。それをユー

ザーの立場から検証・検討するために、NIPTA は特許機械翻訳研究会を立ち上げまし

た。 

 一年目は直球勝負で、機械翻訳の実情と向き合いました。そのとき、これだけ機械

翻訳の精度が高まってきたなら、産業日本語もその実力を発揮できるようになってき

たのではないかと直感しました。 

 そこで、二年目の課題として、定点観測（同じブランドのアルゴリズムを使って、

性能の変化を計測する）のほかに、産業日本語を使ってプリエディットしてみて、そ

れが有効であるか、翻訳効率が全体として上がるのかを試してみました。直接のかか

わりを持ったことはありませんでしたが、以前より産業日本語研究会の活動には関心

を持っており、第１版を大きく改良した「特許ライティングマニュアル（第２版）」

を利用すると面白い結果が出るのではないかと考えました。 

 その結果を報告します。 

 本報告は２部からなります。第１部のとりまとめは、株式会社翻訳センターの渡部

孝明氏にお願いしました。第２部のとりまとめは、ブログ「みんなのワードマクロ」

管理人の新田順也氏と（一社）日本特許情報機構（JAPIO)の知財 AI センター主幹の清

藤弘晃氏にお願いしました。 

 第１部として NMT の定点観測の結果を説明します。つまり、特許翻訳分野における

現在の翻訳エンジン性能を１年前の性能と比較してみて、変化を把握しました。 

 第２部は、機械翻訳出力結果の利用方法の提案として、ポストエディットとプリエ

ディットの有効性を確認しました。 

 新田氏には、翻訳者の視点から検討していただき、清藤氏には、明細書作成者の視

点から、特許ライティングマニュアル（第２版）の活用を踏まえて、検討していただ

きました。 

 検討の結果を振り返ると、最近もトランスフォーマーといった NMT の技術革新があ

ったものの、日本語と英語の間には、越えがたいギャップがあって、定点観測の結果

を改良された部分と改悪されてしまった部分とが混在する状況です。 

 日英翻訳を縦のものを横にするとよくいいますが、それは韜晦であって、主語や目

的語の語順が、動詞の位置が違うので相対的にまったく反転する場合があるなど、な

かなか機械翻訳だけでは処理できないものがあります。それは、純粋に言語構造の違

いなのか、ある対象をどうとらえるかという文化的な違いなのか、日本語と英語など

の間ではヨーロッパ言語の同士の間にあるのとは異なる難しい課題が横たわっていま

す。 

 日本語は類縁言語がありません。１万３千年ほども続いた縄文時代に日本語は完全

に独自の発展をとげたのでしょう。それを基礎としている文化と精神世界は重要とい

うか、我々の宝です。世界中の言語を見ても類のない、完璧な表音文字である平仮名

とカタカナ（最近の悲しい事件が物語るように５歳児でも喋ることをそのまま文字に

できる）、２０００以上の漢字、ローマ字まで駆使する世界的に比肩するものがまっ

たくない圧倒的な優位性を持つ日本語の魅力を維持しつつ、世界に発信できる普遍性

のある日本語というのも考えなければいけないときに来ていると思います。 
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 ある意味、江戸後期から明治にかけて、西洋の言葉と概念を須らく日本語化し、言

文一致の日本語を構想して実現した人たちに近い岐路に我々は立っているのではない

でしょうか。 

 面白い時代になったと思いますが、ここで間違うと今後何十年にもわたって取り返

しのつかない禍根を後世に残してしまうかもしれません。真剣に取り組まなければい

けないと思います。 
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講演 
 

『自然言語処理によるニュース記事執筆の現状と課題』 

 
自然言語処理では、古くからニュース記事をコーパスとして活用してきたが、近年では

記事の制作に自然言語処理を活用する事例が増えてきている。本講演では、自然言語処理

技術でソーシャルメディアの投稿や国会議員の発言を分析する事例を紹介する。続いて、

自然言語処理で記事の執筆を支援する取り組みとして、データから記事を自動的に生成す

る自動化報道、記事本文からの見出し・要約の生成、記事の校正履歴に基づく自動テキス

ト校正などの事例を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎 直観 

東京工業大学 教授 
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